
普式第 12号 (法第 28条関係)

令和元年度  事 業 報 告 書

令和 元年 4 月 1 日から 令和 2年 3 月 31 日まで

特定非営利活動法人シニアの再チャレンジを支援する会

1 事業の成果
令和元年度は設立より3年目を迎え、今後の活動の為の様々なチャレンジを行った年となりました。

アジア文化都市2019豊島パートナーシップ事業として、さいちゃれの3つの事業提案が、採用され、年間
通しての中心事業となりました。また、リクルー ト社との間では、シニアの再チャレンジを支援する仕
みとしてЮRKFITプ ログラムの開発で連携しましたが、実用には至らず、提携解消となりましたが、チャ
ンジャブルな取組を展開することができました。その他、さいちやれ講座や、さいちやれサロン講演に
いては、定期開講について、翌年に持ち越す課題となりましたが、中心事業として展開しています。
お、設立当初からの課題であった、

″
フィリピンに本を送る活動支援

″
事業については、タガログ語翻訳

の紹介等の準備を行つたことにより、2020年 4月 よりさいちゃれで、その活動支援を引き継ぐことが決定
ています。その他特筆する出来事として、ニッセイ財団「生き生きシニア活動顕彰」 (2019年 7月 11日

彰)の表彰、メデイアでの活動紹介として、NHK Eテ レ「あしたも晴れ !人生レシピ」 (2019年 3月 8日

送)「人生豊かに !学びを楽しむ」週刊教育資料 (2019年 5月 27日 号)において、さいちゃれ活動が紹介さ
ました。

な

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 227 】千円)

事業名 事 業 内 容 実 施
日 時

実 施

場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人   数

事業費の金
額 (千円)

職業能力の
開発のため
の教育事業

職業能力の開発又は雇用
機会の拡充を支援する活

動 (さ いちゃれ講座)

2019年6月 ～
201り■7月

IKEBIZ

1人 受講者7名 35

インフラの構
築と整備事業

インフラの構築と整備事業
(IT等インフラ支援事業) 2019年増月

ウエプ構築
(キャリアインプル

バ)

1人 サイ ト作成
1件

11

社会教育のた
めのセミナー
の開催事業

社会教育のための授業やセ
ミナーの開催事業 (シニアのライ
フスタイル・旅の楽しみ)

2019年 10月 ～
2019年 11月

IKEBIZ
4人 受講者21人

18

社会教育のた
めのセミナー
の開催事業

社会教育のための授業やセ
ミナーの開催事業 (東アジ
ア文化都市2019豊島)

2019年 5月 ～

2019年 11月

IKEBIZ/KATE
SALON/豊 島区

民センター

8人 参加者120人 163

(2)その他の事業 (事業費の総費用 I 】千円)

事業名 事 業 内 容 施
時

実
日

実

場

施

所
従事者
の人数

事業費の

金額

(千円)
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令和 元年度 活動計算書

令和 元年 4月 1日 から 令和 2年 3月 31日まで

特定非営利活動法人シエアの再チヤレンジを支援する会

科 目 額金

6,∞0
80,000
20,000

10,000
71,300

180.000

57,000
170,000

50,000
4.120

106,000

261,300

281.120
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０

０

0

36,000
87.433
7.240

23.828
26.600
33.658
12′419

227.178

180.000
180.000

11.0371
26,9551
65,200
54′872

216
1′200
5,000
3,000
502

3,773
71_300

243.055

‐1.813

0

1,8
0

-1.813

■2.フ89
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正会員受取会買
賢助会員受取会費

I 経常収益
1受 取会買

正会員入金金

経常外収益計
Ⅳ 経常外買用

2受取寄附金
受取寄附金
施設等受入評価益
ポランテイア受入評優益

3受取助成金等
受取補助金

“

n_4,0



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令囃l元年度 貸借対照表

令和 2年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人シニアの再チャレンジを支援する会

(単位 :円 )

科 目 金 額

I資産の部

1流動資産

現金預金

未収金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資そαしの資産

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

I負債の部

1流動負債

未払金

預かり源泉税

流 動 負 債 合 計

2固定負債

長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

12,789

0

12,789

0

12 789

0

0

0

ｎ

ｕ

0
ｎ

）

0

ｎ

〉

0

0

0

0

0

0

14,602
‐1,813

12,789

12′789



書式第 16号 (法第 28条関係)

令和 元年度 計算書類の注記

特定非営利活動法人シエアの再ヲ¬Pレンジを支援する会

重要な会計方針

計算書類の作成は、NIЮ法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日最終改正 NFЮ法人会計基準協議会)によっています。

(1〕 欄卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引当金の計上基準

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスの受入れは、活動計算書に計上しています。

また計上額の算定方法は「 3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。

(5)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

2.事 業別損益の状況

(単位 :円 )

施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

①施設提供サービスの内訳 (単位 :円 )

■

´

シエアのライフ

スタイリレ

環Iアジア

'“

ヒ

都市事業
旅の楽しみ 管理部門 合計科 目

Π
‐
等インフラ

支援事業

さいちやれ講

座

106,000
261,300

50,000
0

4,120

106′ 000
261,300
50′000

227′ 000
4,120

20,000 36,000 11,000 150,000 10,000

648,420150,000 10,000 421,42020′000 36,000 11,000

＾
υ【

Ｕ
０

）
０

）

ｎ

）

０

）

ｎ

）

103′ 192

54,872

264,991

36′ 000
87′433

0

110,432
78,700

26′ 600
33′658
11′ 340

266,070

36′000
44′ 546

4,000

23,828
23,100

31,074

749 220

6,136

11,340

31,183

0

3,500

5,503

3,240

2,584

110
423,055 650,233163,297 6,35611,340 鉾 ,“3 11,502

□亜國 650,233163,297 6′35611,340 34′683 11′ 502
-1′ 813EI辺 曰國 田3 6448′660 17317

I 経常収益

1.受取会費・入会金

2.受取寄附金

3.受取助成金等
4.事業収益

5.その他収益

経常収益計

Ⅱ 経常費用

“
,人件費

人件費計
(2'その他経費

講師謝金

講師謝金 (源泉対象)

委託費用

会議費

旅費交通ロ

会場施設費

イベント等運営諸経費

ホームページ等広報関係費

その他経費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

■四巨コ
■■■理 |■題口田 ■■口国国

内容 金額 算定方法

IKEBIZ(としま産ヨ首1晨』興

フ・ ラサ・〕 4F会議スペースの

無僣利用

71,300
同等会議室料金表により算出

(@2′ 300*31回 )

計算書類の注配 (19) 1/3



4

②ポラ〕万=イアによるイ貫務の提供 (単位 :円 )

内容 金額 算定方法

事務委託料及びWEB等維

持管理買の無償提供
180,000

事務委託契約に基づき算出

(CD15.000*12ク‐月)

使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)iよ以下の通りです。
当法人の正味財産は12′ 789円ですが、そのうち使途が特定されてしるもの{“うりません。
したがつて使.途が制約されていない正味財産は12,789円です。

5.固 定資産の増滅内訳

6. 借入金の増減内訳

(単位 :円 )

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

(単位 :円 )

(単位 :円 )

(単位 :円 )

７

・

科 目

計算書類に

計上された金

額

内役員及び

近親者との取

弓|

(活動計算書〕

委託費用

活動計算書計

(賃借対照表 )

貸借対照表計

ｎ

）

ｎ

）

ｎ

）

ｎ

）

8・  その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並uこ正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

・ 事業費と管理員の技分方法

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考
ｎ

） 0 0 0

合計

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 鴻輌償却累計額 期末帳簿価額

０

０

０

　

　

０

　

　

０

０

０

０

　

　

０

　

　

０

ｎ

〉

ｎ

）

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

投資その他の資産

敷金

無形固定資産

合計

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
ｎ

）

ｎ

）

＾
υ

ｎ

）

合計

計算書類の注記 (19) 2/3



使用用途が特定される費用については、個別仕訳によって費用配分。その他似経費については使用割合によって按分しています。

・ その他の事業に係る資産の状況

計算書類の注記 (19) 3/3



書式第 17号 (法第 28条関係)

和

‐和

令
冷

フ嘔年 財産目録
2年 3 月 31日 現在

特定非営利活動法人シニアの再チャレンジを支援する会

科
日

【 金 額

12,789

12,789

12,789

I Fこの部    ~~~
・S(

手元現金

2流只‐電彗理
雹

;L・i雪
1客
菖浬署壼

固|:1攣辞資産
■1負債″吾 合 罫計

1 流動負債

米払金

預rヽ

`III√

インセミナー資料等
流 動 負 債 合 計

2 固定負債

固 定 負 債 合 計

計
　
産

合
　
財

債

味

負

正

896
11,610



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和 元年度 年間役員名簿

令和九年 4 月 1日 から  令和 2年  3月  31日まで

特定非営利活動法人シニアの再チャレンジを支援する会

役 名 氏   名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 小池 久雄
令和元年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 白井 誠―
令和元年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 岩熊 徹
令和元年4月 1日

令和2年 3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 宮峙 弘行
令和元年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 名古屋 美鳥
令和元年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 林 俊雄
令和元年4月 1日

令和2年 3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 清水 誠
令和元年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

監事 門脇 雅人
令和元年4月 1日

令和2年 3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

午 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
令和 2年 3月  31日現在

特定非営利活動法人 シニアの再チャレンジを支援する会

氏    名 住 所 又 は 居 所

1 小池 久雄

2 岩熊 徹

3 宮崎 弘行

4 白井 誠―

5 名古屋 美鳥

6 林 俊雄

7 清水 誠

8 柳円 好史

9 門脇 雅人

10 大箸 渡

11 青木 美恵


